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佐
多
地
区
か
ら
掘
り
取
り
開
始

肥
大
良
好
で
順
調
な
滑
り
出
し

　

か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
に
指
定
さ
れ
て

い
る「
な
ん
ぐ
う
地
区
の
バ
レ
イ
シ
ョ
」

の
掘
り
取
り
が
、
佐
多
地
区
で
始
ま
り

ま
し
た
。

　

今
年
産
の
春
バ
レ
イ
シ
ョ
は
、
当
Ｊ

Ａ
管
内
の
約
１
４
５
㌶
を
、
生
産
者
約

３
８
０
名
で
栽
培
。
佐
多
地
区
か
ら
、

根
占
地
区
、
大
根
占
地
区
と
順
に
北
上

し
な
が
ら
リ
レ
ー
出
荷
し
て
い
き
ま
す
。

　

掘
り
取
り
の
状
況
を
調
査
し
た
Ｊ
Ａ

佐
多
支
所
の
石
神
英
嗣
営
農
購
買
グ

ル
ー
プ
長
は
「
良
質
で
肥
大
も
良
く
、

例
年
よ
り
大
玉
が
多
い
。
集
荷
か
ら
選

果
、
出
荷
に
か
け
て
円
滑
に
作
業
で
き

る
よ
う
に
、
各
生
産
者
の
掘
り
取
り
状

況
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
い
く
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
で
は
、

５
月
中
旬
ま
で
か
け
て
、
約
３
６
０
０

㌧
の
出
荷
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

根
占
バ
レ
イ
シ
ョ
選
果
場
が
稼
働

　
　

祈
願
祭
・
初
荷
出
発
式
開
く

　

Ｊ
Ａ
な
ん
ぐ
う
地
区
ば
れ
い
し
ょ
部

会
は
２
月
19
日
、
生
産
者
や
関
係
団
体

な
ど
約
１
０
０
名
で
、
Ｊ
Ａ
根
占
バ
レ

イ
シ
ョ
選
果
場
の
安
全
操
業
を
祈
願
し
、

初
荷
の
出
発
を
祝
い
ま
し
た
。

　

同
選
果
場
は
、
平
成
29
年
に
農
林
水

産
省
が
地
域
の
営
農
戦
略
と
し
て
取
り

組
む
「
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
の

一
環
と
し
て
改
築
。
選
果
ラ
イ
ン
を
増

設
し
、
廃
棄
イ
モ
の
運
搬
も
自
動
化
す

る
な
ど
、
生
産
者
の
労
力
が
軽
減
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

同
部
会
の
持
留
秋
男
会
長
は
「
生
産

者
と
関
係
機
関
の
連
携
強
化
を
さ
ら
に

図
り
、
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
・
拡
大
に
向

け
て
取
り
組
む
」
と
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

　

同
部
会
の
役
員
は
、
３
月
に
Ｊ
Ａ
役

職
員
ら
と
関
東
・
関
西
な
ど
の
重
点
市

場
を
訪
問
し
、
市
場
関
係
者
ら
に
販
売

強
化
を
要
請
す
る
計
画
で
す
。

肉
用
牛
女
性
部
員
ら
研
修
会　

　
　
　

鹿
児
島
全
共
な
ど
学
ぶ

　

肝
属
肉
用
牛
女
性
部
連
絡
協
議
会
は
２

月
１
日
、
肝
属
中
央
家
畜
市
場
で
研
修
会

を
開
き
ま
し
た
。
部
員
ら
約
１
０
０
名
が

参
加
。

　

研
修
会
は
、
当
Ｊ
Ａ
や
全
国
和
牛
登
録

協
会
、
日
本
全
薬
工
業
か
ら
講
師
を
招
き
、

肉
用
牛
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
や
第
12
回

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会
に
向

け
た
取
り
組
み
、
子
牛
の
疾
病
対
策
な
ど

に
つ
い
て
真
剣
な
眼
差
し
で
学
び
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
部
員
は
「
鹿
児
島
全

共
へ
向
け
た
取
り
組
み
が
既
に
始
ま
っ
て

い
る
と
知
り
、
２
０
２
２
年
の
開
催
が
間

近
に
感
じ
た
。
地
域
全
体
で
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
と
研
修
の
感
想
を
語
り
ま
し

た
。

真剣な眼差しで研修に臨む部員ら

春バレイショの収穫風景
（2月 12日、南大隅町佐多地区）

かごしまブランド
　なんぐう地区のバレイショ　おまたせ！

高品質のバレイショを手に笑顔の関係者
（右からＪＡ大村一朗常務、持留会長、上大川六男副会長）
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で
ん
粉
原
料
用
カ
ン
シ
ョ
生
産
者
大
会

新
品
種
に
期
待
膨
ら
む

　

当
Ｊ
Ａ
は
２
月
６
日
、
地
域
の
基
幹
作

物
で
あ
る
カ
ン
シ
ョ
の
生
産
基
盤
強
化
と

農
家
所
得
向
上
を
図
る
目
的
で
、
Ｊ
Ａ
そ

お
鹿
児
島
や
Ｊ
Ａ
肝
付
吾
平
町
、
県
経
済

連
と
協
力
し
、「
で
ん
粉
原
料
用
甘
し
ょ

生
産
振
興
大
会
」
を
５
年
振
り
に
開
き
ま

し
た
。

　

大
会
に
は
、
生
産
者
や
行
政
、
Ｊ
Ａ
関

係
者
ら
約
２
２
０
人
が
出
席
。
Ｊ
Ａ
や
県

の
担
当
者
か
ら
、
病
害
対
策
や
生
産
力
向

上
対
策
、
従
来
の
品
種
よ
り
病
気
に
強
く

収
量
の
多
い
新
品
種
「
九
州
１
８
１
号
」

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、「
九
州
１
８
１

号
」
へ
の
全
面
切
り
替
え
に
取
り
組
む
な

ど
の
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

新
品
種
は
、
２
０
２
１
年
産
の
作
付
け

分
か
ら
生
産
者
に
苗
が
届
く
よ
う
、
種
芋

栽
培
な
ど
の
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

出
席
し
た
生
産
者
は
「
昨
年
は
病
害
に

悩
ま
さ
れ
、
品
目
転
換
も
考
え
た
が
、
新

品
種
の
説
明
を
聞
い
て
少
し
希
望
が
持
て

た
。
導
入
さ
れ
る
日
が
待
ち
遠
し
い
」
と

期
待
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
後
は
、
県
が
会
場
に
展
示
し
た
新

品
種
の
サ
ン
プ
ル
を
手
に
取
り
、
従
来
の

品
種
と
の
違
い
な
ど
、
熱
心
に
質
問
す
る

出
席
者
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

  

生
産
の
維
持
・
拡
大
に
向
け
た　

生
産
の
維
持
・
拡
大
に
向
け
た　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

    　　

  

生
産
力
向
上
対
策

生
産
力
向
上
対
策

　
 

病
気
や
災
害
に
負
け
な
い　
　
　
　

　
　
　
　

栽
培
基
本
技
術
の
徹
底

　

 　

Ｊ
Ａ
で
は
、
病
気
対
策
と
し
て
、

　
　
　

次
の
購
入
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

　

① 

植
物
残
さ
を
農
地
に
残
さ
な
い
た
め
の
腐

熟
促
進
剤

　

②
苗
床
・
農
地
の
土
壌
消
毒
剤

　

③ 

苗
を
消
毒
す
る
「
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
」

　

農
家
所
得
向
上
対
策

　

 　

生
産
者
の
所
得
向
上
に
向
け
、

　
　
　
　

次
の
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

① 

多
収
性
新
品
種
「
九
州
１
８
１
号
」
の
導
入

　

② 

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
マ
ル
チ
栽
培

の
導
入

　

③ 

低
コ
ス
ト
肥
料
「
か
ん
し
ょ
８
２
０
」
の
推
奨

　

④ 

ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無
人
飛
行
機
）
に
よ
る

防
除
作
業
の
導
入

　

⑤ 

株
間
の
間
隔
を
広
げ
る
疎
植
栽
培
に
よ
る

収
量
増
と
省
力
化

  

 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 
 

新品種について質問する出席者

「
冬
の
笑
顔
満
タ
ン
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

  　
　
　

当
選
者
が
決
定
し
ま
し
た
！

　

株
式
会
社
き
も
つ
き
は
１
月
28
日
、
Ｊ

Ａ
本
所
で
「
冬
の
笑
顔
満
タ
ン
！
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
抽
選
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

下
小
野
田
社
長
ら
に
よ
っ
て
厳
正
な
抽

選
を
行
い
、「
鹿
児
島
黒
牛
・
黒
豚
セ
ッ

ト
（
６
０
０
０
円
相
当
）」
や
「
き
も
つ

き
浪
漫
Ｊ
Ａ
合
併
25
周
年
記
念
ボ
ト
ル

セ
ッ
ト
（
４
０
０
０
円
相
当
）」、
ガ
ソ
リ

ン
給
油
券
な
ど
、
計
３
５
０
本
の
当
選
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

当
選
者
へ
は
、
事
務
局
か
ら
直
接
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
管
内
Ｊ
Ａ

－

Ｓ
Ｓ
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

たくさんのご応募、誠にありがとうございました。

きもつきNEWS
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テ
ン
ト
を
設
置
し
、
特
売
価
格
の
資
材
を

並
べ
、
大
勢
の
来
場
者
を
出
迎
え
ま
し
た
。

　

同
支
所
の
福
迫
正
人
営
農
購
買
グ
ル
ー

プ
長
は
「
店
舗
を
改
善
し
て
か
ら
、
組
合

員
や
地
域
住
民
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
し
、
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

中
・
高
生
ら
が
「
辺
塚
だ
い
だ
い
」
商
品
開
発

く
し
ら
二
十
三
や
市
で
販
売

　

県
立
串
良
商
業
高
校
と
鹿
屋
市
立
串
良

中
学
校
の
生
徒
ら
は
１
月
26
日
、
串
良
地

区
の
伝
統
行
事
「
く
し
ら
二
十
三
や
市
」

高
品
質
茶
の
生
産
へ
さ
ら
に
一
丸

　

垂
水
市
、鹿
屋
市
、東
串
良
町
、錦
江
町
、

南
大
隅
町
の
茶
農
家
ら
で
つ
く
る
「
肝
属

地
区
茶
業
振
興
会
」
は
２
月
14
日
、
鹿
屋

市
の
ホ
テ
ル
で
、
同
振
興
会
総
会
を
開
き

ま
し
た
。
会
員
や
行
政
、
当
Ｊ
Ａ
鹿
児
島

な
ど
関
係
者
約
80
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
振
興
会
は
、
海
外
輸
出
に
も
対
応
で

き
る
低
コ
ス
ト
で
安
心
・
安
全
な
高
品
質

茶
の
生
産
を
目
指
し
、
視
察
研
修
や
地
域

に
合
わ
せ
た
栽
培
ご
よ
み
の
作
成
、
品
質

向
上
を
目
的
と
し
た
品
評
会
の
実
施
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域

の
学
校
と
連
携
し
た
お
茶
の
入
れ
方
教
室

の
開
催
や
、
地
域
の
学
校
や
福
祉
施
設
な

ど
に
リ
ー
フ
茶
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
、

消
費
拡
大
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

会
で
は
、
平
成
30
年
度
の
収
支
決
算
報

告
や
31
年
度
の
予
算
、
役
員
改
選
な
ど
を

協
議
。
昨
年
５
月
に
実
施
し
た
茶
品
質
向

上
共
進
会
と
、
茶
業
青
年
の
会
「
荒
茶
審

査
会
」
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
計
４

名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

新
会
長
に
選
任
さ
れ
た
鹿
屋
市
の
吉
元

秀
樹
さ
ん
は
「
会
員
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
強
化
し
、
若
い
生
産
者
の
育
成
を
含

め
た
生
産
・
製
茶
の
技
術
向
上
、
銘
柄
産

地
の
確
立
に
取
り
組
み
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
会
員
は
次
の

通
り
で
す
。

茶
品
質
向
上
共
進
会

〈
深
蒸
し
煎
茶
の
部
〉

　

 

セ
ル
プ
お
お
す
み
製
茶
工
場（
南
大
隅
）

〈
普
通
煎
茶
の
部
〉

　

野
本　

輝
勇
さ
ん
（
錦
江
）

〈
玉
緑
茶
の
部
〉

　

田
中　

明
雄
さ
ん
（
鹿
屋
）

肝
属
地
区
茶
業
青
年
の
会
「
荒
茶
審
査
会
」

　

宮
下　

祐
一
さ
ん
（
鹿
屋
）

大
姶
良
支
所
購
買
店
舗　
　
　

　
　

イ
ベ
ン
ト
に
来
場
者
多
数

　

地
域
の
拠
点
型
農
業
資
材
店
舗
と
し
て
、

昨
年
９
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
当
Ｊ
Ａ

の
大
姶
良
支
所
購
買
店
舗
で
１
月
26
日
、

感
謝
祭
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
購
買
店
舗
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
よ
う
店
舗
内
を
整
理
し
、
鳥
獣

害
対
策
用
品
コ
ー
ナ
ー
や
除
草
用
品
コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
新
設
。
さ
ら
に
約
２
５
０
種

類
の
購
買
品
を
加
え
、
品
数
も
充
実
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
、
こ
れ
ら
の
店
舗

改
善
を
多
く
の
組
合
員
や
地
域
住
民
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
で
、

店
舗
内
だ
け
で
な
く
、
店
舗
駐
車
場
に
も

協議の内容を確認する会員ら

屋外の特設テントで資材を購入する来場者

商品をアピールする生徒ら

きもつきNEWS
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「
肉
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
で　
　

　
　
　
　
　
　

茶
美
豚
を
Ｐ
Ｒ

　

鹿
屋
市
が
２
月
９
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か

の
や
で
「
第
１
回
リ
ナ
シ
テ
ィ
ま
る
ご
と

食
フ
ェ
ス
」
を
開
き
、
当
Ｊ
Ａ
は
、
イ
ベ

ン
ト
内
で
「
茶
美
豚
の
コ
ロ
コ
ロ
焼
き
」

を
来
場
者
に
振
る
舞
い
、
消
費
拡
大
を
促

し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
養
豚
部
と
企
画
推
進
部
を
中
心
に
、

下
小
野
田
組
合
長
ら
役
職
員
８
名
が
参
加
。

コ
ロ
コ
ロ
焼
き
の
振
る
舞
い
が
始
ま
る
と
、

来
場
者
が
わ
ず
か
数
分
で
長
蛇
の
列
を
成

し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
地
元
産
の
食
の
魅
力
を

　

同
振
興
会
は
、
意
見
集
約
な
ど
協
議
を

重
ね
、
竹
田
市
と
同
様
に
定
休
型
ヘ
ル

パ
ー
組
織
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
方
針

で
す
。

「
ほ
め
ら
れ
酢
」
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　

紙
屋
さ
ん
（
鹿
屋
）
が
受
賞

　

Ｊ
Ａ
購
買
店
舗
や
共
同
購
入
カ
タ
ロ
グ

「
つ
ど
い
」で
好
評
の
商
品「
ほ
め
ら
れ
酢
」

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
結

果
が
２
月
１
日
に
発
表
さ
れ
、
鹿
屋
市
の

紙
屋
輝
美
さ
ん
の
レ
シ
ピ
が
「
ほ
め
ら
れ

賞
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
Ｊ
Ａ
県
女
性
組
織
協

議
会
や
Ｊ
Ａ
県
中
央
会
な
ど
が
企
画
。
紙

屋
さ
ん
が
受
賞
し
た
料
理
は
、
ほ
め
ら
れ

酢
の
酸
味
で
甘
過
ぎ
ず
、
す
っ
き
り
と
し

た
味
の
大
学
芋
「
ほ
め
ら
れ
す
っ
き
り
黒

糖
大
学
芋
」
の
レ
シ
ピ
で
す
。

　

受
賞
し
た
紙
屋
さ
ん
の
レ
シ
ピ
は
、
本

誌
12 

ペ
ー
ジ
「
楽
・
ら
く
レ
シ
ピ
」
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

に
出
店
し
、
辺
塚
だ
い
だ
い
の
搾
汁
液
を

原
料
に
使
っ
た
商
品
な
ど
を
販
売
し
ま
し

た
。

　

生
徒
ら
が
販
売
し
た
商
品
は
、
当
Ｊ
Ａ

が
搾
汁
液
を
提
供
し
、平
成
29
年
に
同
中
・

高
校
生
ら
が
考
案
し
た
「
辺
塚
だ
い
だ
い

す
き
タ
ル
ト
」
と
、
地
元
の
製
菓
会
社
と

開
発
し
た
新
商
品
「
辺
塚
だ
い
だ
い
キ
ャ

ラ
メ
ル
」
な
ど
。

　

生
徒
ら
は
道
行
く
来
場
者
ら
へ
積
極
的

に
声
を
か
け
、
試
食
な
ど
で
商
品
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

商
品
開
発
に
携
わ
っ
た
生
徒
は
「
辺
塚

だ
い
だ
い
の
甘
酸
っ
ぱ
さ
を
活
か
し
た
商

品
が
で
き
た
」
と
自
信
を
語
り
ま
し
た
。

休
め
る
肉
用
牛
生
産
へ　
　
　
　
　
　

定
休
型
ヘ
ル
パ
ー
組
織
を
目
指
し
研
修

　

東
串
良
町
和
牛
振
興
会
は
２
月
７
日
、

Ｊ
Ａ
東
串
良
支
所
で
、
会
員
や
行
政
、
Ｊ

Ａ
関
係
者
な
ど
約
70
名
を
集
め
た
研
修
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
大
分
県
竹
田
市
の
畜
産
セ

ン
タ
ー
と
久
住
地
域
肉
用
牛
ヘ
ル
パ
ー
組

合
か
ら
講
師
を
招
き
ま
し
た
。

　

一
般
的
な
ヘ
ル
パ
ー
組
織
は
、
出
荷
時

に
牛
の
引
き
出
し
や
削
蹄
な
ど
、
主
に
高

齢
生
産
者
が
臨
時
的
に
利
用
す
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
久
住
地
域
肉
用
牛
ヘ
ル

パ
ー
組
合
で
は
、
給
餌
や
牛
舎
清
掃
な
ど
、

日
常
的
な

飼
養
管
理
に
特
化
し
て
い
る
た
め
、
ヘ
ル

パ
ー
の
人
員
も
確
保
し
や
す
く
、
高
齢
生

産
者
だ
け
で
な
く
、
組
合
加
入
者
全
員
が

毎
月
、
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
し
て
定
休
日
を

設
け
、
ゆ
と
り
あ
る
和
牛
生
産
を
行
っ
て

い
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
同
ヘ
ル
パ
ー
組
合
の
植

木
三
雄
組
合
長
ら
が
、
組
織
の
仕
組
み
や

運
営
方
法
、
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
活
動
し
た

若
者
が
、
地
域
で
新
規
就
農
し
た
事
例
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

同
振
興
会
の
永
田
客
蔵
会
長
は
「
畜
産

は
休
め
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
生
産
者

が
定
休
日
で
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
れ
ば
、
メ
リ
ハ
リ
あ
る
経
営
が
実
現
で

き
る
。
そ
の
経
営
が
模
範
と
な
り
、
地
域

後
継
者
の
確
保
・
育
成
に
繋
が
る
と
思
う
」

と
考
え
を
話
し
ま
し
た
。

設立の経緯を説明する植木組合長

「ほめられ賞」を受賞した紙屋さん

茶美豚のコロコロ焼きを振る舞うＪＡ役職員ら
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話
が
か
か
っ
て
き
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

不
審
に
思
っ
た
そ
の
会
員
様
は
「
自
分

で
確
認
し
ま
す
」
と
電
話
を
切
り
、
最
寄

り
の
Ａ
コ
ー
プ
で
確
認
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
で
は
、
個
人
情

報
を
聞
き
出
す
電
話
詐
欺
が
発
生
し
た
と

し
て
、
県
内
全
域
で
注
意
喚
起
を
促
し
て

い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

返
答
を
せ
ず
に
、
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
ま
た
は

Ａ
コ
ー
プ
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆ 

Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
カ
ー
ド
事
務
局
ま
た
は
Ｊ

Ａ
、
Ａ
コ
ー
プ
な
ど
か
ら
、
会
員
様
へ

ポ
イ
ン
ト
失
効
な
ど
の
連
絡
を
個
別
に

行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

 

ま
た
、
会
員
へ
電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
で

住
所
や
生
年
月
日
な
ど
を
確
認
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

発
信
し
よ
う
と
、
同
市
が
企
画
。
親
子

料
理
教
室
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
の
他
、「
肉

の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
地
元
産
の
鶏
・

豚
・
牛
肉
、
魚
の
料
理
が
専
門
の
飲
食
店

15
店
舗
が
出
展
し
、
家
族
連
れ
な
ど
約

６
０
０
０
名
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
さ
ら
に
、
第
11
回
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
で
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
薬
師
成
人
さ
ん
が
「
和
牛
日

本
一
へ
の
道
」
と
題
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

を
行
い
、
和
牛
生
産
に
対
す
る
熱
意
や
、

次
回
大
会
へ
の
目
標
を
語
り
ま
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
で
イ
ベ
ン
ト
を
知
っ
て
訪
れ
た

来
場
者
は
「
鹿
児
島
黒
牛
が
日
本
一
に

な
っ
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
茶
美
豚

は
初
め
て
食
べ
た
。
柔
ら
か
く
て
脂
身
に

甘
み
が
あ
る
。一
口
で
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
」

と
味
の
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

「
き
も
つ
き
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
が　

商
談
会
で
特
産
使
っ
た
商
品
を
Ｐ
Ｒ

　

Ｊ
Ａ
管
内
の
ブ
ラ
ン
ド
Ｐ
Ｒ
を
担
う
女

性
職
員
「
き
も
つ
き
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
が
２
月
５
日
、

鹿
屋
商
工
会
議
所
が
開
い
た
「
ま
る
ご
と

〝
お
お
す
み
〞
ア
グ
リ
・
フ
ー
ド
商
談
会
」

に
出
展
し
、
管
内
の
特
産
を
使
っ
た
商
品

を
、
来
場
し
た
バ
イ
ヤ
ー
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

　

商
談
会
は
、
関
東
や
関
西
な
ど
８
都
府

県
か
ら
22
社
の
バ
イ
ヤ
ー
が
参
加
。
メ
ン

バ
ー
５
名
は
、
甘
し
ょ
で
ん
粉
や
焼
酎
、

辺
塚
だ
い
だ
い
の
ジ
ュ
ー
ス
や
飴
な
ど
を

展
示
。
ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲
を
手
に
、
積
極

的
に
バ
イ
ヤ
ー
を
ブ
ー
ス
に
呼
び
込
み
ま

し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
昨
年
11
月
に
結

成
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
発
信
や
管

内
特
産
物
の
販
促
、
事
務
所
の
美
化
活
動

に
至
る
ま
で
、
Ｊ
Ａ
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
な
ど
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
栗
脇
美
穂
子
さ
ん
は
「
グ

ル
テ
ン
フ
リ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
甘
し
ょ
で
ん
粉
に
興
味
を
示
す

バ
イ
ヤ
ー
も
多
か
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
も
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
気
付
け
た
」
と
手
応
え
を

語
っ
た
。

◆ 

グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
と
は
、
小
麦
な
ど
に

含
ま
れ
る
グ
ル
テ
ン
を
摂
取
し
な
い
食

事
法
で
す
。
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の

予
防
・
改
善
の
た
め
生
ま
れ
た
食
事
法

で
す
が
、
近
年
で
は
、
免
疫
力
向
上
や

美
容
効
果
が
見
込
め
る
食
習
慣
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
カ
ー
ド
会
員
様
へ
の

　
　
　

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
を

　

Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
カ
ー
ド
事
務
局
と
名
乗
る

人
か
ら
、
会
員
様
へ
「
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン

ト
が
ま
も
な
く
失
効
し
ま
す
の
で
、
住
所

を
教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
電

肉用牛生産への熱意を語る薬師さん

不審な電話にご注意ください

商談会で商品をＰＲした
「きもつきアンバサダー」のメンバー

きもつきNEWS
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錦
江
町
×
純
心
短
大　
　
　
　

管
内
産
イ
チ
ゴ
の
ス
イ
ー
ツ
開
発

　

錦
江
町
と
鹿
児
島
純
心
女
子
短
期
大
学

が
、
田
代
産
の
イ
チ
ゴ
「
さ
が
ほ
の
か
」

を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
共
同
開
発
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
も
両
者
は
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
衣
装
製
作
や
ス
イ
ー
ツ
の
開
発

な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
連
携
。
地
域
お
こ

し
や
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

開
発
に
は
、
Ｊ
Ａ
田
代
い
ち
ご
部
会
が

協
力
。
２
月
12
日
に
同
短
大
の
学
生
ら
が
、

同
部
会
の
横
原
利
己
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
を
訪

れ
、
Ｃ
Ｍ
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
４
弾
と
し
て
誕
生
し
た
新
ス
イ
ー
ツ

「
ク
レ
ー
プ
・
オ
ム
レ
ッ
ト
」
は
、
数
量

限
定
で
１
個
１
５
０
円
（
税
込
）。
県
内

の
ロ
ー
ソ
ン
で
発
売
中
で
す
。

ＣＭ撮影に臨んだ学生ら

 

 種子更新をせずに自家採取を繰り返すと、他品種の混入や自然交配によって、 

「病害虫の発生が増える」「異株が目立ってくる」など、優れた品種特性が薄れていき、食味・品質・

収量の低下を招くだけでなく、異品種の混入と判断される危険もあります。 

「本物づくり」が求められる現代、品種の純度が高

いことを示すには、種子更新率を上げることが重要で

すが、本県は更新率69％となっており、主産地と比

鹿
児
島
県
米
・
麦
等 

対
策
協
議
会 
種
子
部
会 

平
成
28
年 

全
国
米
麦
改
良
協
会
の
調
査 

 早期水稲は大崎町種子生産組合、普通期水

稲はさつま町中津川採種組合が、それぞれ種

子専用の採種圃場で生産しています。採種圃

には原種を使い、圃場一筆ごとに厳しい審査

を受け、異株だけでなく、異株が疑わしい株

まで除去を徹底。品種固有の特性を備えた健

全で純粋な種子の生産に取り組んでいます。 

べ大きく下回る全国下

位の数値となっていま

す。消費者へ安心・安

全なお米を届け、産地

としての信頼を高める

ためにも、種子更新を

毎年行いましょう。
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Ｊ
Ａ
女
性
部
・
高
齢
者
助
け
合
い
組
織
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
本
所　

企
画
課　

０
９
９
４ 

― 

４
２ 

― 

０
０
９
６
ま
で

「家の光」のお問い合わせは、お近くのＪＡ窓口　または  ＪＡ本所  企画課  TEL 0994-42-0096まで

4 月 11 日（木） 第 35 回春期 ＪＡ農機大展示会
（12 日まで）

4 月 12 日（金） ＪＡ女性部通常総会

4 月 15 日（月） 子牛せり市　　（～ 17 日まで）

3 月 18 日（月） 子牛せり市　　（～ 20 日まで）

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
根
占
支
部
は
２
月
25
日
、

料
理
教
室
を
開
き
、
部
員
か
ら
リ
ク
エ

ス
ト
の
あ
っ
た
「
か
つ
お
み
そ
」
や
、「
家

の
光
２
月
号
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
ベ
ー

コ
ン
と
春
菊
の
混
ぜ
ご
飯
」「
豚
ば
ら
肉

と
白
菜
の
ゆ
ず
こ
し
ょ
う
炒
め
」
な
ど

計
５
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
梅
の
実
を
ち
ぎ
っ
て
入
れ

た
「
た
た
き
ナ
ガ
イ
モ
と
ほ
う
れ
ん
草

の
梅
ス
ー
プ
」
は
、
大
好
評
で
「
家
で

も
作
り
た
い
」
と
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
い
き
い
き
部
会
鹿
屋
支
部
は
２

月
８
日
、
古
里
地
区
公
民
館
で
お
じ
ゃ

ん
せ
（
ミ
ニ
デ
イ
）
を
開
き
、
参
加
者

12
名
で
、「
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
作
り
」
を
し

ま
し
た
。

　

ゴ
キ
ブ
リ
団
子
は
、
ホ
ウ
酸
、
タ
マ

ネ
ギ
、
小
麦
粉
、
砂
糖
、
牛
乳
な
ど
を

混
ぜ
合
わ
せ
て
作
り
ま
す
。
作
業
中
は

「
簡
単
な
の
に
と
て
も
効
く
か
ら
毎
年
作

る
の
が
楽
し
み
！
」
と
元
気
な
声
が
聞

こ
え
ま
し
た
。

　

昼
食
に
は
、
新
じ
ゃ
が
を
使
っ
た
ク

リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
と
タ
マ
ゴ
サ
ラ
ダ
サ

ン
ド
で
、
参
加
者
も
「
家
で
は
あ
ま
り

作
ら
な
い
料
理
だ
か
ら
う
れ
し
い
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

ここがオススメ！ ＪＡ職員が「家の光」を読んで、
　　　　　　　 　気になる記事をご紹介！
　家の光３月号「人づきあいを円滑にする言葉の磨き方」（P115）をご紹介します。
　日本語は、世界でも有数の「豊かな表現力」を持つ言葉だと言われています。
　記事にも『ふだんの生活の中で、言葉についてあまり意識することはありません。
しかし、言葉遣いはその人自身の品性をよくも悪くも表すもの。』と書かれています。
　私は、仕事上、多くの方々と接する機会があります。その際、最初に「おはよう
ございます」「こんにちは」「ありがとうございます」など大きな声に笑顔を添えて、
挨拶をすることを心掛けています。
　この記事を読んで、さまざまな場面や相手によって、言葉遣いは大変気を使う
ものであり、人づきあいをするうえで、とても大切だと改めて感じました。
　人間関係を円滑にする言葉遣い「四つのポイント」を参考に、感謝と仁の心を持っ
て、これからも頑張っていきたいです。
　皆さんもぜひご覧ください！！佐多⽀所

⽀所⻑

満留 光秋さん

次回は、大根占支所  支所長　吉松 祐三さんに
　　　　　　　オススメ記事を紹介してもらいます！

３月号定価    617円（税込）
定期購読　 8,623円（税込）
※９月号開始～翌年８月号まで

イベント情報イベント情報
（一部変更になる場合があります）（一部変更になる場合があります）

お
じ
ゃ
ん
せ
通
信

お
じ
ゃ
ん
せ
通
信

夢
Ｓ
ｕ
ｎ
参

夢
Ｓ
ｕ
ｎ
参
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種 雄 牛 名
め　す 去　勢 合　計

頭　数 平　均 頭　数 平　均 頭　数 平　均

華 春 福 154 770,604 175 823,503 329 798,742

若 百 合 123 695,138 149 827,013 272 767,379

喜 亀 忠 93 715,656 125 813,480 218 771,748

秀 幸 福 55 682,600 68 788,809 123 741,317

華 忠 良 20 740,100 33 783,667 53 767,226

華 春 久 16 598,813 10 712,500 26 642,538

美 国 桜 5 784,800 10 722,500 15 743,267

第 ７ 勝 糸 3 699,000 11 708,364 14 706,357

諒 太 郎 4 761,000 9 778,000 13 772,769

金 吉 幸 2 638,500 9 717,556 11 703,182

百 合 久 7 586,286 4 711,750 11 631,909

隆 之 国 4 707,250 6 750,667 10 733,300

松 華 幸 6 658,500 3 685,667 9 667,556

第 ５ 花 国 4 496,750 1 700,000 5 537,400

益 華 福 2 654,000 3 766,333 5 721,400

子牛セリ種雄牛別成績表

【売却のみ】 （単位：頭・円）価格は税抜き

　 鹿　屋 垂　水 串　良 東串良 高　山 内之浦 大根占 根　占 田　代 佐　多 ＪＡ全体

総　頭　数 271 53 367 104 104 22 51 95 43 42 1,152 

め
　
　

す

頭　数 112 30 174 43 44 13 18 45 19 16 514 

最　高 1,230,000 1,240,000 2,014,000 1,132,000 1,232,000 1,211,000 1,003,000 933,000 1,529,000 938,000 2,014,000 

最　低 457,000 129,000 393,000 413,000 552,000 628,000 521,000 251,000 650,000 597,000 129,000 

平　均 693,821 726,067 690,466 688,488 771,682 791,308 705,556 624,556 849,000 732,375 704,535 

去
　
　

勢

頭　数 159 23 192 61 60 9 33 50 24 26 637 

最　高 1,209,000 1,050,000 1,231,000 1,002,000 1,311,000 1,220,000 1,181,000 1,304,000 1,022,000 1,119,000 1,311,000 

最　低 486,000 438,000 496,000 518,000 96,000 671,000 651,000 402,000 681,000 715,000 96,000 

平　均 786,541 816,000 776,073 791,885 799,600 875,333 811,697 787,700 840,625 855,538 793,694 

総　平　均 748,221 765,094 735,891 749,135 787,788 825,682 774,235 710,421 844,326 808,619 754,027 

前　月　比 -2,232 32,792 16,299 7,574 15,310 -54,318 36,320 -32,590 66,747 48,500 11,597 

平均体重 雌 280 274 275 277 279 282 289 269 293 301 278 

　〃 去勢 307 311 300 306 312 311 313 303 325 323 307 

総平均体重 296 290 288 294 298 294 304 287 310 314 294

項目 地区

子牛セリ市成績表

〈ＪＡ畜産部から〉
　２月の子牛セリ市は、
多くの県外購買者の参
入などにより、県内他
市場の相場と比べ、大
きい上げ幅で推移しま
した。
　これから春先にかけ
て、寒暖の変化が激し
い時期となってきます
ので牛舎内の環境整備
や防寒対策・個体管理
等十分に注意するよう
心掛けましょう。けましょう。

２月分 畜産情報

9　2019.3 みのり



巡回健診日程巡回健診日程

人間ドック日程人間ドック日程

お問い合わせはＪＡ本所企画課　０９９４－４2－ 0096

または各支所担当者までお気軽にご相談ください。

４⽉

⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性

2 ㈫ 東串良 10

4 ㈭ 垂 ⽔ 5

15 ㈪ 東串良 10

17 ㈬ ⾼ ⼭ 5 5

25 ㈭ 東串良 5

３⽉

⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性

18 ㈪ ⿅ 屋 3 2

19 ㈫ 内之浦 1

20 ㈬ 垂 ⽔ 5

３・４⽉の巡回健診はありません。

毎日元気であるために

年に１度は健診を!!年年

農業資金はＪＡバンクへ！
対象資金の融資を受けられる方に、対象資金の融資を受けられる方に、

保証料を全額助成します。保証料を全額助成します。

〈対象資金〉
　・農業近代化資金
　・アグリメイク資金
　・ＪＡ農機ハウスローン　のいずれか

〈申し込み対象者〉
　 認定農業者、認定新規就農者、集落営農組織、

一定の条件を満たす農業者など

※原則、無担保・無保証人で
　　　　　　　　ご利用いただけます。

詳しくは、お近くのＪＡでお尋ねください。

みのり 2019.3　10



住   
所

〒

氏
名 （　 　歳）　

電話番号 ー　　　　　－

　今月号で、あなたが気になった記事について感想
を教えてください（必須）

二重マスの文字をＡ～Ｆの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

出題●ニコリ

1 月号の答え

クロスワードパズルの答え（2019 年３月号）

解 答

コ
マ
マ
ワ
シ

A B C D Ｅ F

川井田　郁　子さん（垂　水）

渡　辺　ム　ツさん（高　山）

牧　谷　フ　ヂさん（内之浦）

榎　　　並　正さん（鹿　屋）

坂　口　千津子さん（高　山）

● 高校生が国産アボカドの栽培に取
り組んでいると知って、明るい気
持ちになりました。私はまだ食し
たことのない食材ですが…。将来
を担う高校生の力 !! 若い力に期待
します！　　　　　（肝付・60歳）

○ 真剣に取り組む生徒さんや先生方を見て、私も取材しな
がらとてもうれしい気持ちになりました。召し上がる時
は、わさび醤油がオススメですよ！

● 一人暮らしでしたが、娘が私と暮らすために帰ってきて
くれました。二人で食べる夕飯はおいしいです。

（肝付・78歳）

○ 家族と一緒に食べる食事の時間って、本当に大切ですね！
きっと娘さんも、お母さんとの食事がおいしいことでしょう。

  ↓ タテのカギ
①　 片目でだけパチンとつむります
④　夜空できらめきます
⑥　 不満がたまるとこぼしてし
まうことも

⑦　 ショベルカーやブルドー
ザーなどのこと

⑨　 ホエールはクジラ、ドルフィ
ンは――

⑪　師匠に就いて学ぶ立場です
⑫　丸木を組んで作る舟
⑭　平和の象徴とされる鳥
⑮　 コンビニで免許証の――を
取った

⑰　 機嫌がいいときに漏れる「フ
ンフンフーン♪」

⑲　なめて味わうお菓子
⑳　 アイロンをかけてのばします
㉑　 ――先は闇、慎重に進みた
いものです

  → ヨコのカギ
①　 ホー、ホケキョ！
②　 わずかな希望のことを――
の望みともいいます

③　当たりかな、外れかな
④　 カビが増殖するために飛ば
します

⑤　春・夏・秋・冬と巡ります
⑧　 長湯をして――のように
真っ赤になった

⑩　 受験生に問題用紙と――用
紙が配られた

⑬　 しょうゆ、みそ、塩、豚骨…
色んな味があります

⑭　 開店祝いの札を付けた物が
店先にずらりと並ぶことも

⑯　耳たぶに穴をあけて着けます
⑰　２本で１膳と数えます
⑱　 祝いの席では尾頭付きが用
意されることもあります

プレゼントの受け取り方法
　プレゼントのご用意ができましたら、ＪＡから当選
者へお電話いたします。お電話で確認が取れましたら、
最寄りのＪＡ窓口でお受け取りください。

A

12

1

F

D

B

A

E
4

5 13

C

2118

19

17

2

15

14

206

7

16

3

10

11

9

8

A
フ ク ワ ラ イ ス

ス ウ ジ ケ シ キ

マ ユ キ ヤ マ

サ ツ マ イ モ

コ ト ツ ノ マ

コ ウ カ シ ナ イ

ン イ ニ シ ヤ ル

11

12

1

E

B

C

A
4

14
D

21

18

19

17

8

2

16

15

205

6

13

3

7

9

10

おたより

　コーナー

JAへ

お楽しみお楽しみ
クイズクイズ
当選者当選者
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鹿
屋
市
白
崎
町
一
番
一
号

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

　
　

広
報
誌「
み
の
り
」係

８９３００１６

郵  便  は  が  き

62円切手を貼っ
て郵送するか、
切手を貼らずに
ＪＡ支所窓口へ
ご持参ください。

表
紙
の
人

楽・らくレシピ ほめられすっきりほめられすっきり
　　　　　 　　　　　 黒糖大学芋黒糖大学芋

紅はるか ・・・・・・・・１本
紫イモ ・・・・・・・・・・１本
さつまいもでん粉 ・・・適宜
揚げ油 ・・・・・・・・・・適宜
黒ゴマ ・・・・・・・ 大さじ１

（Ａ）
　粉末黒糖 ・・・・ 大さじ３
　ほめられ酢 ・・・ 大さじ１

材　　　料

❶ サツマイモは皮をむき、輪切り又は半月切りにし、しばらく
水にさらす。水からあげたらキッチンペーパーなどで水気を
取る。
❷ ビニール袋に❶とさつまいもでん粉を入れてまぶし、160℃

に熱した油で表面がきつね色になり、竹串が通るまで揚げる。
❸ フライパンに（Ａ）を入れ、中火～弱火で煮詰める。水を張っ

た耐熱容器に一滴落として、グミのように固まったら、❷を
加え、木べラでからめてゴマをまぶしたら出来上がり。

作　り　方

編集後記編集後記

✂

✂

　当ＪＡが食農教育の一環で、管内の小学生を対象に行っ
ている「あぐりスクール」。先日、買い物中に今年度の活
動に参加した姉妹に「お正月に親せきとＤＶＤ観たよ。じ
いちゃんが喜んでた！」声をかけられました。
　今年度の参加者には、記念品として１年間の活動映像を
まとめたＤＶＤをプレゼントしていたのです。私は「また
今年も応募してね！」と２人を見送りました。
　映像編集になかなか手を焼いた分、本当にうれしいひと
言でした。あぐりスクールの経験が、子ども達の「農業へ
の関心」に繋がるように、心から願いました。そ

１.　 中期３ヶ年計画について
２．平成31年度計画について
３．平成31年度固定資産取得計画について
４．平成30年度債権直接償却について
５．内部監査規程の一部改正について
６．共済規程の一部変更について
７．資産査定要領の一部変更について
８．その他

理事会だより

協議事項協議事項

　１月 30 日に第 11 回理事会を開き、
以下の議案について話し合いました。

　

鹿
児
島
市
内
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

し
て
働
い
て
い
た
井
之
上
さ
ん
は
、

昨
年
か
ら
、
退
職
後
の
楽
し
み
の
一
つ

と
し
て
実
家
の
畑
を
使
っ
て
農
業
を

始
め
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
農
業
に

触
れ
て
き
た
の
で
、「
退
職
後
は
地
元

で
農
業
を
し
て
暮
ら
す
」
と
考
え
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
、バ
レ
イ
シ
ョ
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

合
わ
せ
て
約
40
㌃
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。

　

取
材
当
日
は
、
春
バ
レ
イ
シ
ョ
掘

り
取
り
の
最
中
。
ご
友
人
や
地
域
の

方
の
協
力
を
も
ら
い
な
が
ら
、
収
穫

に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
感
想
を
伺
う
と「
佐

多
地
区
だ
け
で
は
な
い
が
、
人
が
減
っ

て
い
る
こ
と
が
心
配
。
農
業
も
ひ
と

り
で
は
で
き
な
い
。
地
域
に
人
が
入
っ

て
く
る
仕
組
み
、
助
け
合
う
仕
組
み

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
に
な
っ
て
く

る
」
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
後
は
、
で
き
る
範
囲
で
楽
し
み

な
が
ら
農
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
目

標
。「
収
穫
の
楽
し
み
は
、
何
に
も
代

え
ら
れ
な
い
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

楽
し
み
が
増
え
る
と
考
え
て
い
る
し
、

こ
の
楽
し
み
や
魅
力
を
多
く
の
人
に

発
信
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ

た
い
」
と
、目
を
輝
か
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

佐多支所管内佐多支所管内

井井
い の う えい の う え

之上之上　　悟悟
さとるさとる

  さんさん
昭和26年２月６日生昭和26年２月６日生
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